
02 02 02 01 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）

◇政策の指標

◇平成27年度の政策評価（政策の概要）

◇平成27年度の政策評価（政策の進捗・課題）

高度情報化時代に、子どもに情報機器を適正かつ効率的に使用できるメディアテラシーや情報モラルなどを身に
つけさせる。学習に有効な情報機器の選定導入を進める。

＜進捗＞ 進んでいる
学習に有効な情報機器（タブレット、実物投影機）の導入に向けて、平成28年度の予算要求を行い、
対応できるように準備した。

目標
実績

目標
実績

教育用コンピュータ１台当たりの児童生徒数
(人）

人 3.6
目標 8.6 8.02

実績 8.75

政策指標 単位
H36
目標値

年度 H27 H28

報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B) 1,011,610 1,092,456

決算 1,008,110
人件費（A） 3,500 5,600

◆基本政策 市民協働による未来創造へのひとづくり

高度情報化時代に、子どもに情報機器を適正かつ効率的に使用できるメディアテラシーや情報モラルなどを身に
つけさせる。学習に有効な情報機器の選定導入を進める。

H27 H28

予算 1,014,000 1,086,856

30年後の姿
地域の宝として愛情を注がれた子どもたちは、浜松に誇りを持ち、世界を舞台に活躍してい
る。

10年後の目標
子どもたちの成長を第一に考えた地域社会のサポートにより、仕事と子育てが両立できる
環境が整っている。
すべての子どもたちは、互いの個性を認め合い、夢と希望を持って学び、生きる力を身に
付けている。

平成28年度
（管理番号） （担当課）

「分野」 子育て・教育

政策シート （政策名） これからの社会を生き抜くための資質や能力の育成

（予算費目名） 学校施設費

（責任者） （作成日）
05103000 学校施設課 袴田　雄三 平成 28 7 1



02 02 02 01 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 非常勤2,800 

計 1,092,456 1,086,856 0.8
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1,092,456 1,086,856 0.81 学校情報技術環境整備事業  ○○  

事業費
（千円）

人工
報酬
（千円）

正規
再任用
(31h)

再任用
(26h)

非常勤
事業名

総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

コスト
（千円）

学校施設課 袴田　雄三 平成 28 7 1
平成28年度

（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）
05103000



02 02 02 01 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

実績値

目標値

重点戦略項目No

年度 H27 H28 H36

実績値

H30

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

H31

目標値

H31 H36年度 H27 H28 H30

H27 H28 H30

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

実績値

総合戦略施策体系

H31 H36

目標値

年度

目標値 8.6 8.02

重点戦略項目No

7.90

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

教育用コンピュータ１台当たりの児童生徒数（人） -

7.97 3.6

実績値 8.75

36
年度 H27 H28 H30 H31 H36

非常勤

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

人工

正規 0.5 0.8
再任用(h31)
再任用(h26)

人件費(報酬等)　(千円)
人件費　(千円) 3,500 5,600

一般財源 1,008,110 1,086,856
一般会計繰入金

国・県支出
市債
その他

○ ○

H27 H28

事業費(千円)
予算 1,014,000 1,086,856
決算 1,008,110

Ｈ14 ― 一般会計 自治事務（その他） －

教育委員会と市立小中学校を結んだ浜松市教育ネットワークを利用し、学校管理運営システムの運用による事
務の効率化を図り、ネットワーク環境を維持するために、浜松市教育ネットワークセンター及び通信回線の保守・
管理を行う。また小中学校の教育情報機器等の整備を行う。

・学校管理運営システムの運用
　　　　学校管理運営システム（文書管理、支出管理、備品管理）を活用し、事務処理の効率化を図るとともに、利
用時の運用支援を行う。
・浜松市教育ネットワークの維持管理、運用
　　　　浜松市教育ネットワークセンターのネットワーク機器保守やインターネット回線の監視を行い、教育委員会
と小中学校のインターネット環境を常に正常な状態に保つ。
・図書管理システム、教育情報機器等の更新
　　　　新規導入から６～７年経過する図書管理システムやパソコン等情報機器を更新する。
・ＩＣＴ環境整備
　　　　学習に有効な情報機器(タブレット、実物投影機）の選定導入を進める。
【重点戦略項目№36】情報教育の充実

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業シート （事業名） 学校情報技術環境整備事業

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

05103000 学校施設課 袴田　雄三 平成 28 7 1



02 02 02 01 年 月 日

◇平成27年度の事業評価

・平成27年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の改善と見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

・事業の分類

大分類 細分類管理・監視 システム管理

拡大 人工 拡大
ネットワークや情報システムを良好に維持するため、必要な環境の改善を進める。

現状 人工 現状
小学校とのネットワーク回線はこれまで１０Mｂｐｓを使用していたが、写真や動画などの配信が要求されつつあるため、ネット
ワーク回線の高速化について対応した。

大項目 改善 小項目 委託・指定管理 ICT化 事業費

大項目 改善 小項目 委託・指定管理 ICT化 事業費

・学校管理運営システムの運用
　　　　学校管理運営システム（文書管理、支出管理、備品管理）を活用し、事務処理の効率化を図るとともに、利
用時の運用支援を行う。
・浜松市教育ネットワークの維持管理、運用
　　　　浜松市教育ネットワークセンターのネットワーク機器保守やインターネット回線の監視を行い、教育委員会
と小中学校のインターネット環境を常に正常な状態に保つ。
・図書管理システム、教育情報機器等の更新
　　　　新規導入から６～７年経過する図書管理システムやパソコン等情報機器を更新する。
・ＩＣＴ環境整備
　　　　学習に有効な情報機器の選定導入を進める。

指標の達成度

進んでいる
学校管理運営システム（文書管理、支出管理、備品管理、図書管理）を活用した事務処理を行い、教職員の利用時の運用支
援を行うとともに、浜松市教育ネットワークセンターのネットワーク機器保守やインターネット回線の監視を行い、教育委員会
と小中学校及び幼稚園のインターネット環境を常に正常な状態に保った。

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

05103000 学校施設課 袴田　雄三 平成 28 7 1



02 02 02 01 01 年 月 日

◇事業工程表
No. H27 H28 H29 

補助シート （事業名） 学校情報技術環境整備事業

H30

36 ―

（43,292＋20,986）人÷
（7,406＋600）台＝8.02
人/台

※H28.4時点の推計人
数（小学生＋中学生）÷
（H27.3時点のパソコン
台数＋H28導入予定タ
ブレット端末）

（43,049＋20,717）人÷
（7,392＋600）台＝7.97
人/台

※H29.4時点の推計人
数（小学生＋中学生）÷
（H27.3時点のパソコン
台数＋H28導入予定タ
ブレット端末）

（43,016＋20,172）人÷
（7,392＋600）台＝7.90
人/台

※H30.4時点の推計人
数（小学生＋中学生）÷
（H27.3時点のパソコン
台数＋H28導入予定タ
ブレット端末）

学校施設課 袴田　雄三 平成 28 7 1
平成28年度

（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）
05103000



02 02 02 02 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）

◇政策の指標

◇平成27年度の政策評価（政策の概要）

◇平成27年度の政策評価（政策の進捗・課題）

105103000 学校施設課 袴田　雄三 平成 28 7

政策シート （政策名） これからの社会を生き抜くための資質や能力の育成

（予算費目名） 小学校管理費

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

「分野」 子育て・教育

30年後の姿
地域の宝として愛情を注がれた子どもたちは、浜松に誇りを持ち、世界を舞台に活躍してい
る。

10年後の目標
子どもたちの成長を第一に考えた地域社会のサポートにより、仕事と子育てが両立できる
環境が整っている。
すべての子どもたちは、互いの個性を認め合い、夢と希望を持って学び、生きる力を身に
付けている。

◆基本政策 市民協働による未来創造へのひとづくり

市立小学校において、より効率的な学習・授業を行うための教育環境整備や、学級増に伴う教師用教科書・指導
書等の購入を行う。また学校図書の整備に努める。

H27 H28

予算 528,400 252,474
決算 526,653
人件費（A） 5,600 2,800
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B) 532,253 255,274

政策指標 単位
H36
目標値

年度 H27 H28

整備基準に基づく機器導入と学校で必要と
する物品の購入（年間達成率）

% 90
目標 90 90

実績 100

目標
実績
目標
実績

市立小学校において、より効率的な学習・授業を行うための教育環境整備や、学級増に伴う教師用教科書・指導
書等の購入を行う。また学校図書の整備に努める。

＜進捗＞ 達成
学校で必要とする備品、物品の購入を行った。



02 02 02 02 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 非常勤2,800 

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

05103000 学校施設課 袴田　雄三 平成 28 7 1

事業名
総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工
報酬
（千円）

正規
再任用
(31h)

再任用
(26h)

非常勤

1 教育振興事業  255,274 252,474 0.4
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計 255,274 252,474 0.4



02 02 02 02 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

学校施設課 袴田　雄三 平成 28

H27

国・県支出 2,836

7 1

事業シート （事業名） 教育振興事業

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

05103000

より効果的な学習、授業を行うため、市立小学校（99校）の教育環境の整備や学級数の増加に伴う教材、教科書
指導書等を購入する。

学校の教育環境の整備や学習効果を高めるため、学校の要求に即した備品等の購入を行う。特に理科・数学の
教育に関しては、国庫補助を受け、重点的な購入を行っている。他に教科書の採択替えや学級数の増加に則し
て教科書・指導書、教材等を購入し、学校図書の充実を図るため、教育に適した図書も購入していく。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

Ｓ22 - 一般会計 自治事務（その他） － － －

H28

事業費(千円)
予算 528,400 252,474
決算 526,653

2,850
市債
その他
一般財源 523,817 249,624

一般会計繰入金
人件費(報酬等)　(千円)
人件費　(千円) 5,600 2,800

再任用(h31)
再任用(h26)
非常勤

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

人工

正規 0.8 0.4

整備基準に基づく機器導入と、学校で必要とする物品の購入（年間達成率） -
年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値 90 90 90

実績値 100

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値

実績値



02 02 02 02 年 月 日

◇平成27年度の事業評価

・平成27年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の改善と見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

・事業の分類

大分類 細分類維持管理運営 備品等購入・維持管理

学校施設課 袴田　雄三 平成 28 7 1

学校の教育環境の整備や学習効果を高めるため、学校の要求に即した備品等の購入を行う。特に理科・数学の
教育に関しては、国庫補助を受け、重点的な購入を行っている。他に教科書の採択替えや学級数の増加に則し
て教科書・指導書、教材等を購入し、学校図書の充実を図るため、教育に適した図書も購入していく。

指標の達成度

達成
授業用教材教具の充実を図るため、教材備品の整備、図書の購入等に要する経費を執行した。
学校で必要とする備品、物品の購入を行った。

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

05103000

大項目 現状 小項目 - - 事業費 現状 人工 現状
理科教育設備整備
教科書採択替に伴う教師用教科書、指導書等の購入
学級増等に伴う机・椅子等の購入　ほか

大項目 改善 小項目 その他 事業費 拡大 人工 現状
必要な物品を適正に供給することは今後ますます求められるが、限られた予算でいかに最大成果を上げるかが今後の課題
である。
より良い教育活動が行えるよう、効率的かつ適正な物品供給をするため、教材等の採択部門である指導課及び学校とのコ
ミュニティーを強化する。



02 02 02 03 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）

◇政策の指標

◇平成27年度の政策評価（政策の概要）

◇平成27年度の政策評価（政策の進捗・課題）

105103000 学校施設課 袴田　雄三 平成 28 7

政策シート （政策名） これからの社会を生き抜くための資質や能力の育成

（予算費目名） 中学校管理費

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

「分野」 子育て・教育

30年後の姿
地域の宝として愛情を注がれた子どもたちは、浜松に誇りを持ち、世界を舞台に活躍してい
る。

10年後の目標
子どもたちの成長を第一に考えた地域社会のサポートにより、仕事と子育てが両立できる
環境が整っている。
すべての子どもたちは、互いの個性を認め合い、夢と希望を持って学び、生きる力を身に
付けている。

◆基本政策 市民協働による未来創造へのひとづくり

市立中学校において、より効率的な学習・授業を行うための教育環境整備や、学級増に伴う教師用教科書・指導
書等の購入を行う。また学校図書の整備に努める。

H27 H28

予算 154,695 298,937
決算 153,286
人件費（A） 4,900 2,800
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B) 158,186 301,737

政策指標 単位
H36
目標値

年度 H27 H28

整備基準に基づく機器導入と学校で必要と
する物品の購入（年間達成率）

% 90
目標 90 90

実績 100

目標
実績
目標
実績

市立中学校において、より効率的な学習・授業を行うための教育環境整備や、学級増に伴う教師用教科書・指導
書等の購入を行う。また学校図書の整備に努める。

＜進捗＞ 達成
学校で必要とする備品、物品の購入を行った。



02 02 02 03 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 非常勤2,800 

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

05103000 学校施設課 袴田　雄三 平成 28 7 1

事業名
総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工
報酬
（千円）

正規
再任用
(31h)

再任用
(26h)

非常勤

1 教育振興事業  301,737 298,937 0.4

2  

3  

4  

5  

6  

7  

8  

9  

10  

11  

12  

13  

14  

15  

16  

17  

18  

19  

20  

21  

22  

23  

24  

25  

計 301,737 298,937 0.4



02 02 02 03 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

学校施設課 袴田　雄三 平成 28

H27

国・県支出 1,542

7 1

事業シート （事業名） 教育振興事業

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

05103000

より効果的な学習、授業を行うため、市立中学校（49校）の教育環境の整備や学級数の増加に伴う教材、教科書
指導書等を購入する。

学校の教育環境の整備や学習効果を高めるため、学校の要求に即した備品等の購入を行う。特に理科・数学の
教育に関しては、国庫補助を受け、重点的な購入を行っている。他に教科書の採択替えや学級数の増加に則し
て教科書・指導書、教材等を購入し、学校図書の充実を図るため、教育に適した図書も購入していく。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

Ｓ22 - 一般会計 自治事務（その他） － － －

H28

事業費(千円)
予算 154,695 298,937
決算 153,286

1,600
市債
その他
一般財源 151,744 297,337

一般会計繰入金
人件費(報酬等)　(千円)
人件費　(千円) 4,900 2,800

再任用(h31)
再任用(h26)
非常勤

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

人工

正規 0.7 0.4

整備基準に基づく機器導入と、学校で必要とする物品の購入（年間達成率） -
年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値 90 90 90

実績値 100

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値

実績値



02 02 02 03 年 月 日

◇平成27年度の事業評価

・平成27年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の改善と見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

・事業の分類

大分類 細分類維持管理運営 備品等購入・維持管理

学校施設課 袴田　雄三 平成 28 7 1

学校の教育環境の整備や学習効果を高めるため、学校の要求に即した備品等の購入を行う。特に理科・数学の
教育に関しては、国庫補助を受け、重点的な購入を行っている。他に教科書の採択替えや学級数の増加に則し
て教科書・指導書、教材等を購入し、学校図書の充実を図るため、教育に適した図書も購入していく。

指標の達成度

達成
授業用教材教具の充実を図るため、教材備品の整備、図書の購入等に要する経費を執行した。
学校で必要とする備品、物品の購入を行った。

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

05103000

大項目 現状 小項目 - - 事業費 現状 人工 現状
理科教育設備整備
教師用教科書、指導書等の購入
学級増等に伴う机・椅子等の購入　ほか

大項目 改善 小項目 その他 事業費 拡大 人工 現状
必要な物品を適正に供給することは今後ますます求められるが、限られた予算でいかに最大成果を上げるかが今後の課題
である。
より良い教育活動が行えるよう、効率的かつ適正な物品供給をするため、教材等の採択部門である指導課及び学校とのコ
ミュニティーを強化する。



02 02 02 04 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）

◇政策の指標

◇平成27年度の政策評価（政策の概要）

◇平成27年度の政策評価（政策の進捗・課題）

小学校教諭の英語指導力の向上

＜進捗＞ 計画通り
小学校教諭の英語指導力向上のため、平成27年度16人を派遣し、計画通り実施した。

目標
実績

実績
目標

32 48

実績 32
小学校教諭の海外派遣総数（人）

人 176
目標

政策指標 単位
H36
目標値

年度 H27 H28

報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B) 7,384 8,439

決算 6,684
人件費（A） 700 700

予算 7,280 7,739

小学校教諭の英語指導力の向上

H27 H28

（政策名） これからの社会を生き抜くための資質や能力の育成

（予算費目名）

30年後の姿
地域の宝として愛情を注がれた子どもたちは、浜松に誇りを持ち、世界を舞台に活躍してい
る。

10年後の目標
子どもたちの成長を第一に考えた地域社会のサポートにより、仕事と子育てが両立できる
環境が整っている。

（担当課） （責任者） （作成日）

◆基本政策 市民協働による未来創造へのひとづくり

平成 28

すべての子どもたちは、互いの個性を認め合い、夢と希望を持って学び、生きる力を身に
付けている。

政策シート

05105000 教職員課 笹原　康夫

小学校教職員管理費

「分野」 子育て・教育

7 1
平成28年度

（管理番号）



02 02 02 04 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 非常勤2,800 

計 8,439 7,739 0.1

25  

24  

23  

22  

21  

20  

19  

18  

17  

16  

15  

14  

13  

12  

11  

10  

9  

8  

7  

6  

5  

4  

3  

8,439 7,739 0.1

2  

1
小学校教諭英語指導力向上
事業

○○  

報酬
（千円）

正規
再任用
(31h)

再任用
(26h)

非常勤

平成 28 7

事業名
総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

05105000

（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

完
了

コスト
（千円）

教職員課 笹原　康夫

事業費
（千円）

人工

1
平成28年度



02 02 02 04 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

目標値

実績値

年度 H27 H28 H30 H31 H36

重点戦略項目No

実績値

目標値

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

年度 H27 H28 H30 H31 H36

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H31 H36

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

目標値

年度 H27 H28 H30

重点戦略項目No

目標値 32 48 80 176

実績値 32

小学校教諭の海外派遣総数（人） - 35
年度 H27 H28 H30 H31 H36

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

人工

正規 0.1 0.1

再任用(h26)
非常勤

人件費　(千円) 700 700

再任用(h31)

その他

人件費(報酬等)　(千円)
一般会計繰入金

H27 H28

－

一般財源 6,684 7,739

○

事業費(千円)
予算 7,280 7,739
決算 6,684

会計区分 事務区分
総合
戦略

国・県支出
市債

自治事務（その他） ○

事業シート （事業名） 小学校教諭英語指導力向上事業

重点
戦略

主要
事業

英語留学を通じて、言語や文化について体験的に理解を深め、小学校教諭の英語授業指導力の向上を図る。

【重点戦略項目 No.35】
・小学校教諭16人を約4週間、英語留学のため派遣する。

開始年度 終了予定

（作成日）
05105000 教職員課 笹原　康夫 平成 28 7 1

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者）

根拠法令等

H26 - 一般会計



02 02 02 04 年 月 日

◇平成27年度の事業評価

・平成27年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の改善と見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

・事業の分類

大分類 細分類

現状
実際研修に参加した教員の声を参考に、派遣人数、派遣先の大学等について検証する。

事業費

小学校教諭16人を、平成27年7月25日(土)から平成27年8月22日（土）の期間、マレーシア　サンウエイ大学へ派遣した。
今回新たな研修内容を取り入れ、より実践的な研修を実施した。

大項目 改善 小項目 収集・分析

事業費

現状 人工

大項目 現状 小項目

【重点戦略項目 No.35】
・小学校教諭16人を約4週間、英語留学のため派遣する。

指標の達成度

計画通り
小学校教諭の英語指導力向上のため、平成27年度16人を派遣し、計画通り実施した。

現状現状 人工

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

05105000 教職員課 笹原　康夫 平成 28 7 1

管理・監視 人事管理



02 02 02 04 01 年 月 日

◇事業工程表

海外派遣１６人

35

海外派遣１６人 海外派遣１６人 海外派遣１６人
No. H27 H28 H29 

補助シート （事業名） 小学校教諭英語指導力向上事業

H30

教職員課 笹原　康夫 平成 28 7 1
平成28年度

（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）
05105000



02 02 02 05 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）

◇政策の指標

◇平成27年度の政策評価（政策の概要）

◇平成27年度の政策評価（政策の進捗・課題）

・英語指導力の向上と授業の充実を図った。
・理数教育の充実を図った。
・道徳教育の充実を図った。
・文化芸術に親しみ、体験する機会を設けた。
・部活動を中心とした文化・スポーツ活動を奨励した。
・中学生の三遠南信交流を行った。

100
100目標 100はままつマナーの活用率（％）

％ 100
実績 100

・英語指導力の向上と授業の充実を図る。
・理数教育の充実を図る。
・道徳教育の充実を図る。
・文化芸術に親しみ、体験する機会を設ける。
・部活動を中心とした文化・スポーツ活動を奨励する。
・中学生の三遠南信交流を進める。

＜進捗＞ 計画通り

単位

中学校３１時間、小学校１２時間 中学校３１時間、小学校１２時間

H27

理科支援員の活用率（％）
％ 100

目標
実績

100
中学校28時間、小学校１２時間

100

児童生徒1人当たりのＡＬＴの活用時間（時
間）

時間 中３５時間小３５時間
目標
実績

H36
目標値

年度

人件費（A） 13,300 12,600
決算

H28

報酬（B）

政策指標

年間経費(予算又は決算+A+B) 243,150 272,185

すべての子どもたちは、互いの個性を認め合い、夢と希望を持って学び、生きる力を身に
付けている。

229,850

市民協働による未来創造へのひとづくり

・英語指導力の向上と授業の充実を図る。
・理数教育の充実を図る。
・道徳教育の充実を図る。
・文化芸術に親しみ、体験する機会を設ける。
・部活動を中心とした文化・スポーツ活動を奨励する。
・中学生の三遠南信交流を進める。

H27 H28

予算 242,029 259,585

30年後の姿
地域の宝として愛情を注がれた子どもたちは、浜松に誇りを持ち、世界を舞台に活躍してい
る。

10年後の目標
子どもたちの成長を第一に考えた地域社会のサポートにより、仕事と子育てが両立できる
環境が整っている。

◆基本政策

平成28年度
（管理番号） （担当課）

「分野」 子育て・教育

政策シート （政策名） これからの社会を生き抜くための資質や能力の育成

（予算費目名） 教育指導費

（責任者） （作成日）
05110000 指導課 梅林　秀弘 平成 28 7 1



02 02 02 05 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 非常勤2,800 

259,585

25  

計 272,185 1.8

24  

23  

22  

21  

20  

19  

18  

17  

16  

15  

14  

13  

12  

11  

10  

9  

8  

3,612 2,212 0.27 三遠南信交流推進事業  

6 部活動等推進事業  34,815 32,015 0.4

18,847 16,747 0.3

0.2

5 音楽等発表会開催事業  

4 理科支援員配置事業   ○  35,883 34,483

0.1

0.4

3
理科・ものづくり教育支援事業
（負担金）

2

5,200 4,500

1 心の教育推進事業 ○  18,048 16,648 0.2

生きた英語力育成事業  ○○

○

152,980155,780

報酬
（千円）

正規
再任用
(31h)

再任用
(26h)

非常勤

事業費
（千円）

人工重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

コスト
（千円）

05110000

（管理番号） （担当課）

事業名
総
合
戦
略

平成28年度
（責任者） （作成日）

平成 28 7 1梅林　秀弘指導課



02 02 02 05 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

実績値

H30

目標値

小94.9　中95.7

年度 H27 H28 H36H31

小95　中94

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

目標値 小97　中98

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30 H31 H36

100

実績値 100

重点戦略項目No

自分のふるさとが好きだと答える子どもの割合(％) Ⅱ-2(2)イ

100 100 100

年度 H27 H28 H30

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

H31 H36

目標値

重点戦略項目No

「二分の一成人式」「立志式」の実施率（％）

実績値

100目標値 100 100

100

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

人工

非常勤

-
年度 H27 H31 H36

はままつマナーの活用率（％）
H28 H30

再任用(h26)

人件費(報酬等)　(千円)

0.2正規 0.2
再任用(h31)

国・県支出 3,318 2,874
市債

人件費　(千円) 1,400 1,400

その他

一般会計繰入金
13,774一般財源 14,518

決算 17,836

－ ○

H27 H28

心の教育推進協議会実施要
項

○H22 一般会計 自治事務（その他)

事業費(千円)
予算 18,159 16,648

（管理番号） （担当課） （責任者）
1

事業シート

平成 28 7
平成28年度

重点
戦略

主要
事業

【事業目的】　小中学校が、「心の耕し」をキーワードに小学校・中学校の連軸性を踏まえて教育活動を進めるとと
もに、家庭・地域にも働きかけ、「心の耕し」が広がることを通して、浜松の子どもに豊かな心を育む。
【事業対象】　市内小中学校

中学校区を単位とし、子供たちが夢と希望を持って社会を生き抜く力を身に付けながら自分らしさを磨く心の教育
を推進するため、「はままつマナー」の作成と中学校区単位の心の教育活動を行う。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分

（事業名） 心の教育推進事業

（作成日）
05110000 指導課 梅林　秀弘

根拠法令等
総合
戦略



02 02 02 05 年 月 日

◇平成27年度の事業評価

・平成27年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の改善と見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

・事業の分類

大分類 細分類

大項目 改善 小項目 一部委託 人工 現状
「はままつ人づくり教育推進協議会」を「心の教育推進協議会」に改称するとともに、地域代表が事業主体となって事業を進め
ていく。

現状

人工 現状
啓発用クリアファイルの作成が当初予定より安価で作成できたため、入札差金を利用して増刷することができた。

事業費

計画通り
・はままつ人づくり教育推進協議会を３回開催した。
・「はままつマナー」の冊子及び啓発用クリアファイルを作成した。
・市立全中学校区はままつ人づくり教育推進協議会に事業を委託し、２分の１成人式や立志式、地域合同コンサート等を開催
した。

統合・再構築 事業費

大項目 改善 小項目 一部委託 財源創出 現状

・はままつ人づくり教育推進協議会の開催　年３回開催
・「はままつマナー」等の印刷
・市立全中学校区はままつ人づくり教育推進協議会に事業を委託し、２分の１成人式や立志式、地域合同コン
サート等を開催する。

指標の達成度

05110000 指導課
平成28年度

（管理番号） （担当課） （責任者）
梅林　秀弘 平成 28 7 1

（作成日）

事業推進 教育支援・推進



02 02 02 05 02 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

ALTの人数（人） 35

実績値 47

H30

目標値

33

年度 H27 H28

75

H36

47 47

H31

25

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

100目標値 50 100

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

35

重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30 H31 H36

実績値 28

重点戦略項目No

英語指導力向上研修を受講した教員が在籍する学校の割合（％）

31 31 35

年度 H27 H28 H30

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

H31 H36

目標値

重点戦略項目No

生徒1人あたりのＡＬＴ活用時間数（時間）

実績値

35目標値 12 12

12

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

人工

非常勤

-
年度 H27 H31 H36

児童1人あたりのＡＬＴ活用時間数（時間）
H28 H30

再任用(h26)

人件費(報酬等)　(千円)

0.4正規 0.6
再任用(h31)

国・県支出
市債

2,132

人件費　(千円) 4,200 2,800

その他 2,246

一般会計繰入金
150,848一般財源 129,271

決算 131,517

○ ○

H27 H28

語学指導等を行う外国青年招
致事業実施要綱

－S62 一般会計 自治事務(その他)

事業費(千円)
予算 135,920 152,980

（管理番号） （担当課） （責任者）
1

事業シート

平成 28 7
平成28年度

重点
戦略

主要
事業

【事業目的】　英語の授業を通して、児童生徒の言語や外国の文化に対する理解を深める。英語によるコミュニ
ケーション能力の育成を図るため、小学生・中学生・高校生を対象に、外国語指導助手（ＡＬＴ）を活用した授業を
実施する。
【事業対象】　市立小・中学校、市立高等学校

【重点戦略項目№35】
英語を通して児童生徒の言語や外国文化への理解を深めるとともに、言語能力やコミュニケーション能力の育成
を図るため、小中学生及び高校生を対象に外国語指導助手（ＡＬＴ）を活用した授業を行う。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分

（事業名） 生きた英語力育成事業

（作成日）
05110000 指導課 梅林　秀弘

根拠法令等
総合
戦略



02 02 02 05 年 月 日

◇平成27年度の事業評価

・平成27年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の改善と見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

・事業の分類

大分類 細分類

大項目 改善 小項目 一部委託 人工 縮小
・ＡＬＴの配置について、学校や児童生徒の実情に合わせた直接雇用者と民間委託との適正配置を進める。

現状

人工 現状
・外国人指導助手（ALT）について、直接雇用者と民間委託の配置割合を検討し、本市にふさわしい配置計画を策定した。
・不要となった公舎を返還した。

事業費

計画通り
外国人指導助手（ＡＬＴ）、国際交流員（ＣＩＲ）を配置するとともに、ＡＬＴによる英語授業を実施した。

統合・再構築 事業費

大項目 改善 小項目 一部委託 統合・再構築 現状

【重点戦略項目№35】
・外国人指導助手（ＡＬＴ）、国際交流員（ＣＩＲ）を配置するとともに、ＡＬＴによる英語授業を実施する。

指標の達成度

05110000 指導課
平成28年度

（管理番号） （担当課） （責任者）
梅林　秀弘 平成 28 7 1

（作成日）

事業推進 教育支援・推進



02 02 02 05 02 年 月 日

◇事業工程表
No. H27 H28 H29 

35

国が求める英語教育の
改善・充実方策を正しく
理解し、浜松市の英語
教育を推進するため、教
育センターと連携して英
語指導力の向上を図
る。（受講者　100人）

補助シート

7 1

（事業名） 生きた英語力育成事業

H30
国が求める英語教育の
改善・充実方策を正しく
理解し、浜松市の英語
教育を推進するため、教
育センターと連携して英
語指導力の向上を図
る。

国が求める英語教育の
改善・充実方策を正しく
理解し、浜松市の英語
教育を推進するため、教
育センターと連携して英
語指導力の向上を図
る。

国が求める英語教育の
改善・充実方策を正しく
理解し、浜松市の英語
教育を推進するため、教
育センターと連携して英
語指導力の向上を図
る。

指導課 梅林　秀弘 平成
平成28年度

（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）
05110000 28



02 02 02 05 03 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

実績値

H30

目標値

年度 H27 H28 H36H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

目標値

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30 H31 H36

実績値 10

重点戦略項目No

10 10 10

年度 H27 H28 H30

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

H31 H36

目標値

重点戦略項目No

小中学校の教員を対象とした理科・ものづくり研修の回数（回）

実績値

50目標値 50 50

50

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

人工

非常勤

-
年度 H27 H31 H36

理科・ものづくりプラグラムの小中学校への提供回数（回）
H28 H30

再任用(h26)

人件費(報酬等)　(千円)

0.1正規 0.1
再任用(h31)

国・県支出
市債

人件費　(千円) 700 700

その他

一般会計繰入金
4,500一般財源 4,500

決算 4,500

－ －

H27 H28

－H23 一般会計 自治事務(その他）

事業費(千円)
予算 4,500 4,500

（管理番号） （担当課） （責任者）
1

事業シート

平成 28 7
平成28年度

重点
戦略

主要
事業

【事業目的】　理科・ものづくりの学習の場や体験活動を実施する地域支援ネットワーク「浜松ＲＡＩＮ房」の活動を
支援する。
【事業対象】　市内小中学校及び関係市民団体

理科･ものづくりの学習の場や体験活動を実施する地域ネットワーク「浜松ＲＡＩＮ房」を支援するため、負担金を支
出する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分

（事業名） 理科・ものづくり教育支援事業（負担金）

（作成日）
05110000 指導課 梅林　秀弘

根拠法令等
総合
戦略



02 02 02 05 年 月 日

◇平成27年度の事業評価

・平成27年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の改善と見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

・事業の分類

大分類 細分類

大項目 現状 小項目 人工 現状
浜松ＲＡＩＮ房の活動状況に応じて、負担金を見直していく。

現状

人工 現状事業費

計画通り
浜松商工会議所や静岡大学と連携し、地域ネットワーク「浜松ＲＡＩＮ房」を支援した。

事業費

大項目 現状 小項目 現状

浜松商工会議所や静岡大学と連携し、地域ネットワーク「浜松ＲＡＩＮ房」を支援していく。

指標の達成度

05110000 指導課
平成28年度

（管理番号） （担当課） （責任者）
梅林　秀弘 平成 28 7 1

（作成日）

補助・助成 負担金・拠出金



02 02 02 05 04 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

実績値

H30

目標値

年度 H27 H28 H36H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

目標値

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30 H31 H36

実績値

重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

H31 H36

目標値

重点戦略項目No

実績値

100目標値 100 100

100

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

人工

非常勤

年度 H27 H31 H36

理科支援員の活用率（％）
H28 H30

再任用(h26)

人件費(報酬等)　(千円)

0.2正規 0.2
再任用(h31)

国・県支出 10,311 10,979
市債

人件費　(千円) 1,400 1,400

その他

一般会計繰入金
23,504一般財源 23,763

決算 34,074

－ ○

H27 H28

－H19 一般会計 自治事務(その他)

事業費(千円)
予算 35,005 34,483

（管理番号） （担当課） （責任者）
1

事業シート

平成 28 7
平成28年度

重点
戦略

主要
事業

【事業目的】　理科支援員を浜松市立小学校に配置・活用することにより、理科の授業における観察・実験活動の
充実を図る。
【事業対象】　市立小学校

理科授業における観察・実験活動の充実及び教員の授業力向上を図るため、市立全小学校に理科支援員を配
置するとともに、理科支援員コーディネーター（1人）を指導課に配置する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分

（事業名） 理科支援員配置事業

（作成日）
05110000 指導課 梅林　秀弘

根拠法令等
総合
戦略



02 02 02 05 年 月 日

◇平成27年度の事業評価

・平成27年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の改善と見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

・事業の分類

大分類 細分類

大項目 現状 小項目 人工 現状現状

人工 現状事業費

計画通り
理科支援員コーディネーターを指導課に配置するとともに、理科支援員を市立小学校全校に配置した。

事業費

大項目 現状 小項目 現状

理科支援員コーディネーターを指導課に配置するとともに、理科支援員を市立小学校全校に配置する。

指標の達成度

05110000 指導課
平成28年度

（管理番号） （担当課） （責任者）
梅林　秀弘 平成 28 7 1

（作成日）

事業推進 教育支援・推進



02 02 02 05 05 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

実績値

H30

目標値

年度 H27 H28 H36H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

目標値

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30 H31 H36

実績値

重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

H31 H36

目標値

重点戦略項目No

実績値

100目標値 100 100

100

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

人工

非常勤

年度 H27 H31 H36

音楽発表会の実施率（％）
H28 H30

再任用(h26)

人件費(報酬等)　(千円)

0.3正規 0.3
再任用(h31)

国・県支出
市債

人件費　(千円) 2,100 2,100

その他

一般会計繰入金
16,747一般財源 11,943

決算 11,943

－ －

H27 H28

－H12 一般会計 自治事務(その他）

事業費(千円)
予算 13,984 16,747

（管理番号） （担当課） （責任者）
1

事業シート

平成 28 7
平成28年度

重点
戦略

主要
事業

【事業目的】　児童生徒が文化芸術に親しみ、体験する機会を積極的に設け、文化を身近に感じる環境づくりに
努める。
【事業対象】　市立小・中学校及びその保護者

将来にわたって音楽を楽しむ資質を育てる場として、中学生を対象に音響設備がいい施設で音楽発表会を開催
するとともに、各小中学校の学年団や音楽部が、発表や鑑賞を行う研究発表会を開催する。また、児童生徒が製
作した図画工作や美術作品等を広く市民に紹介するとともに、造形教育の啓発と振興を図るため、展覧会を開催
する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分

（事業名） 音楽等発表会開催事業

（作成日）
05110000 指導課 梅林　秀弘

根拠法令等
総合
戦略



02 02 02 05 年 月 日

◇平成27年度の事業評価

・平成27年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の改善と見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

・事業の分類

大分類 細分類

大項目 改善 小項目 一部委託 人工 現状
会場や移動に必要なバスを確保していく。

現状

人工 現状
音楽発表会開催時のバス借上げが観光シーズンと重複するため、必要台数確保のために発注方法を見直した。

事業費

計画通り
・市立中学校が３年で一巡できるよう、音響設備がいい施設での音楽発表会を開催した。
・小中学校の学年団、音楽部等の発表や鑑賞を行う研究発表会を開催した。
・児童生徒が製作した図画工作や美術作品等を広く市民に紹介するとともに、造形教育の啓発や振興のために市展の開催、
優秀作品の表彰を行った。

事業費

大項目 改善 小項目 一部委託 現状

・３年間で市立中学校を一巡するように、音響設備がいい施設での音楽発表会を開催する。
・小・中学校の学年団、音楽部等の発表や鑑賞を行う研究発表会を開催する。
・児童生徒が製作した図画工作や美術作品等を広く市民に紹介するとともに、造形教育の啓発や振興のために
市展の開催、優秀作品の表彰を行う。

指標の達成度

05110000 指導課
平成28年度

（管理番号） （担当課） （責任者）
梅林　秀弘 平成 28 7 1

（作成日）

事業推進 教育支援・推進



02 02 02 05 06 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

実績値

H30

目標値

年度 H27 H28 H36H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

目標値

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30 H31 H36

実績値

重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

H31 H36

目標値

重点戦略項目No

実績値

100目標値 100 100

100

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

人工

非常勤

年度 H27 H31 H36

小・中体連及び小・中文連の対象事業参加率（％）
H28 H30

再任用(h26)

人件費(報酬等)　(千円)

0.4正規 0.3
再任用(h31)

国・県支出
市債

人件費　(千円) 2,100 2,800

その他

一般会計繰入金
32,015一般財源 29,391

決算 29,391

－ －

H27 H28

市スポーツ大会・音楽コンクール等出
場激励金交付要綱、交付金要綱 －S33 一般会計 自治事務(その他)

事業費(千円)
予算 33,712 32,015

（管理番号） （担当課） （責任者）
1

事業シート

平成 28 7
平成28年度

重点
戦略

主要
事業

【事業目的】　部活動を中心とした文化・スポーツ活動を奨励するため、東海大会・全国大会等へ出場する児童・
生徒を対象に激励金を交付するとともに、各種文化・スポーツ大会の効果的な運営を支援する。
【事業対象】　市内小中学校

【文化・スポーツ活動奨励事業】
児童生徒の文化・スポーツ活動を奨励するため、東海大会以上に出場する児童生徒に激励金を交付するととも
に、顕著な成績を収めた児童生徒を表彰する。
【文化・スポーツ大会等支援事業（交付金）】
小中学校の文化・スポーツ団体が実施する各種大会等の開催を支援する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分

（事業名） 部活動等推進事業

（作成日）
05110000 指導課 梅林　秀弘

根拠法令等
総合
戦略



02 02 02 05 年 月 日

◇平成27年度の事業評価

・平成27年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の改善と見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

・事業の分類

大分類 細分類

大項目 現状 小項目 人工 現状現状

人工 現状事業費

計画通り
【文化・スポーツ活動奨励事業】
児童生徒の文化・スポーツ活動を奨励するため、東海大会以上に出場する児童生徒に激励金を交付するとともに、顕著な成
績を収めた児童生徒に表彰状を授与した。
【文化・スポーツ大会等支援事業（交付金）】
小中学校の文化・スポーツ団体が実施する各種大会等の開催を支援した。

事業費

大項目 現状 小項目 現状

【文化・スポーツ活動奨励事業】
児童生徒の文化・スポーツ活動を奨励するため、東海大会以上に出場する児童生徒に激励金を交付するととも
に、顕著な成績を収めた児童生徒を表彰する。
【文化・スポーツ大会等支援事業（交付金）】
小中学校の文化・スポーツ団体が実施する各種大会等の開催を支援する。

指標の達成度

05110000 指導課
平成28年度

（管理番号） （担当課） （責任者）
梅林　秀弘 平成 28 7 1

（作成日）

補助・助成 補助・助成（公益団体）



02 02 02 05 07 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

実績値

H30

目標値

年度 H27 H28 H36H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

目標値

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30 H31 H36

実績値

重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

H31 H36

目標値

重点戦略項目No

実績値

100目標値 100 100

100

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

人工

非常勤

年度 H27 H31 H36

市内中学校の交流参加率（％）
H28 H30

再任用(h26)

人件費(報酬等)　(千円)

0.2正規 0.2
再任用(h31)

国・県支出
市債

人件費　(千円) 1,400 1,400

その他

一般会計繰入金
2,212一般財源 589

決算 589

－ －

H27 H28

三遠南信（飯田・豊橋・浜松）
中学生交流会実施要項

－H5 自治事務(その他)

事業費(千円)
予算 749 2,212

（管理番号） （担当課） （責任者）
1

事業シート

平成 28 7
平成28年度

重点
戦略

主要
事業

【事業目的】　三遠南信地域の飯田市、豊橋市、浜松市の中学生の交流や飯田市及び豊橋市の教員の受入交
流によって、視野や見識を広める。
【事業対象】　市内中学校

飯田市・豊橋市・浜松市の交流を推進するため、夏休みを利用して中学生及び教員の交流活動を実施する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分

（事業名） 三遠南信交流推進事業

（作成日）
05110000 指導課 梅林　秀弘

根拠法令等
総合
戦略



02 02 02 05 年 月 日

◇平成27年度の事業評価

・平成27年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の改善と見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

・事業の分類

大分類 細分類

大項目 改善 小項目 直接実施 人工 現状
・平成２８年度は浜松市で開催する。
・交流のシンボルであるフルーツパーク内のりんご並木の改植を委託で行う。

拡大

人工 現状
交流活動を通して飯田市と豊橋市の中学生や教員との交流が深められた。

事業費

計画通り
飯田市・豊橋市・浜松市の中学生及び教員の交流等を実施した。
・３市の中学生代表が、夏休みに１泊２日で豊橋市を訪問した。
・飯田市及び豊橋市の教員と研修を通じて交流を深めた。

一部委託 事業費

大項目 現状 小項目 現状

飯田市・豊橋市・浜松市の中学生及び教員の交流等を実施する。
・３市の中学生代表が、夏休みに１泊２日で宿泊研修を行う。（３市が交代で開催し、２７年度は豊橋市が開催市）
・飯田市及び豊橋市の教員と研修を通じて交流を深める。

指標の達成度

05110000 指導課
平成28年度

（管理番号） （担当課） （責任者）
梅林　秀弘 平成 28 7 1

（作成日）

事業推進 教育支援・推進



02 02 02 06 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）

◇政策の指標

◇平成27年度の政策評価（政策の概要）

◇平成27年度の政策評価（政策の進捗・課題）

浜松の将来を担う子供たちの健やかな成長を願い、健康で安心な学校生活を送ることができるよう、健康教育の
推進や、食に関する指導の充実を図り、安心して教育活動ができる学校づくりを行う。また、安全・安心でおいし
い給食を提供する。

＜進捗＞ 達成
・法令に基づき、尿検査・寄生虫卵検査・心臓疾患検査を全小学校で実施した。
・西区の3小学校の給食調理業務委託において、1学期間、給食提供できない事態となったため、安全
安心で安定供給を第一とする給食を提供できるよう再発防止策を講じた。
・平成27年度は新規に小学校1校の給食調理の業務委託を行い、合計で自校方式の小学校72校中
40校を民間委託化した。

目標
実績

給食満足度率（自校方式、小学校）
％ 95

目標 93 93

実績 93.2

100 100

実績 100

H36
目標値

年度

健康診断受診率
％ 100

目標

H27 H28

報酬（B） 98,589 98,982
年間経費(予算又は決算+A+B) 844,060 818,635

政策指標 単位

決算 730,071
人件費（A） 15,400 15,400

予算 741,681 704,253

浜松の将来を担う子供たちの健やかな成長を願い、健康で安心な学校生活を送ることができるよう、健康教育の
推進や、食に関する指導の充実を図り、安心して教育活動ができる学校づくりを行う。また、安全・安心でおいし
い給食を提供する。

H27 H28

「分野」 子育て・教育

30年後の姿
地域の宝として愛情を注がれた子どもたちは、浜松に誇りを持ち、世界を舞台に活躍してい
る。

◆基本政策 市民協働による未来創造へのひとづくり

10年後の目標
子どもたちの成長を第一に考えた地域社会のサポートにより、仕事と子育てが両立できる
環境が整っている。
すべての子どもたちは、互いの個性を認め合い、夢と希望を持って学び、生きる力を身に
付けている。

保健給食課 松尾　邦雄 平成 28 7

（予算費目名） 小学校保健給食費

政策シート （政策名） これからの社会を生き抜くための資質や能力の育成

（作成日）
005117000 1

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者）



02 02 02 06 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 非常勤2,800 

計 818,635 704,253 1.6

25  

1.5 98,982

24  

23  

22  

21  

20  

19  

18  

17  

16  

15  

14  

13  

12  

11  

10  

9  

8  

7  

6  

5  

4  

1.5669,907 1.2

3  

0.4 98,982

2 小学校給食事業   ○  682,507

1 児童健康診断事業  136,128 34,346

非常勤
事業名

総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

コスト
（千円）

保健給食課 松尾　邦雄

報酬
（千円）

平成 28

事業費
（千円）

人工

正規
再任用
(31h)

再任用
(26h)

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者）

7 1
（作成日）

005117000



02 02 02 05 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

目標値

実績値

年度 H27 H28 H30 H31 H36

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

実績値

H31 H36

目標値

H28 H30年度 H27

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

実績値

目標値

年度 H27 H28 H30 H31 H36

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

目標値 100 100 100

実績値 100

健康診断受診率（％） -
年度 H27 H28 H30 H31 H36

非常勤

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

人工

正規 0.4 0.4
再任用(h31)
再任用(h26)

人件費(報酬等)　(千円) 98,589 98,982
人件費　(千円) 2,800 2,800

一般財源 34,140 34,346

34,140
国・県支出
市債
その他

一般会計繰入金

34,651 34,346
決算

H27 H28

学校保健安全法 －

終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

M44 － 一般会計 自治事務（法令義務）

重点
戦略

主要
事業

事業シート （事業名） 児童健康診断事業

事業費(千円)
予算

学校保健安全法に基づき、小学校児童に対し健康診断を行い、児童の健康の保持増進を図る。

○法令に基づき、下記3項目を実施する。
　・尿検査（全学年）
　・運動器検診（全学年）
　・心臓疾患検査（1年生・4年生）

開始年度

松尾　邦雄 平成 28 7 1
平成28年度

（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）
005117000 保健給食課



02 02 02 05 年 月 日

◇平成27年度の事業評価

・平成27年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の改善と見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

・事業の分類

大分類 細分類事業推進 医療・健診

現状 小項目

児童の日頃の健康管理、早期の疾患発見・治療を行うことで、児童の健康で明るい学校生活、円滑な教育活動が推進され
る。本事業の果たす役割は大きく、継続して実施していく。

事業費-

現状
法で定められた検査については、適正に実施していく。

事業費小項目 -

大項目

大項目 現状 現状

現状 人工 現状

人工

○法令に基づき、下記3項目を実施する。
　・尿検査（全学年）
　・寄生虫卵検査（1～3学年）
　・心臓疾患検査（1年生・4年生）

指標の達成度

達成
法令に基づき尿検査（全学年）、寄生虫卵検査（1～3学年）、心臓疾患検査（1・4学年）を実施し、疾病異常の早期発見と健康
状態を正しく把握できた。

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

005117000 保健給食課 松尾　邦雄 平成 28 7 1



02 02 02 05 02 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

目標値

実績値

年度 H27 H28 H30 H31 H36

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

実績値

H31 H36

目標値

H28 H30年度 H27

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

実績値

目標値

年度 H27 H28 H30 H31 H36

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

目標値 93 93 95

実績値 93.2

給食満足度率（自校方式、小学校）（％） -
年度 H27 H28 H30 H31 H36

非常勤 1.5 1.5

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

人工

正規 1.2 1.2
再任用(h31)
再任用(h26)

人件費(報酬等)　(千円)
人件費　(千円) 12,600 12,600

一般財源 695,931 669,907

695,931
国・県支出
市債
その他

一般会計繰入金

707,030 669,907
決算

○

H27 H28

学校給食法 －

終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

S29 － 一般会計 自治事務（法令義務）

重点
戦略

主要
事業

事業シート （事業名） 小学校給食事業

事業費(千円)
予算

安全・安心でおいしい給食を提供し、児童の健康の保持増進を図るとともに、給食を通して、正しい食習慣を身に
付けるなど、食に関する指導の充実を図る。

・学校給食法の学校給食衛生管理基準に基づく食品（食器消毒保管庫・包丁まな板殺菌庫等）の購入、耐用年
数経過に伴う備品購入など学校給食設備を整備する。また、給食を円滑に実施するための維持管理（給食用消
耗物品、備品修繕など）と、調理担当者の腸内保菌検査、保存食の細菌学的検査、給食室の防鼠防虫消毒、雑
排水槽の清掃など、給食場の良好な環境を維持する。
・行政経営計画に基づき調理業務の民間委託を行う。
・地産地消の推進に向け、小学校給食で使用する米飯は可能な限り浜松市産米を使用する。また、浜松市産の
茶葉を使用した紙パック茶を２回提供し、地場産物への関心を高める。

開始年度

松尾　邦雄 平成 28 7 1
平成28年度

（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）
005117000 保健給食課



02 02 02 05 年 月 日

◇平成27年度の事業評価

・平成27年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の改善と見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

・事業の分類

大分類 細分類維持管理運営 施設管理運営（建物）

改善 小項目

・今後も行政経営計画に基づいて民間委託を実施する。
・給食員減予定（＝不補充）人員は、正規3人。平成28年度末の小学校（自公方式）給食調理業務民間委託　40調理場（28年
度は、民間委託化はなし。）

事業費一部委託

縮小
平成27年度は、1小学校の調理業務の民間委託化を行った。

事業費小項目 一部委託

大項目

大項目 改善 縮小

縮小 人工 縮小

人工

・学校給食法の学校給食衛生管理基準に基づく食品（食器消毒保管庫・包丁まな板殺菌庫等）の購入、耐用年
数経過に伴う備品購入など学校給食設備を整備する。また、給食を円滑に実施するための維持管理（給食用消
耗物品、備品修繕など）と、調理担当者の腸内保菌検査、保存食の細菌学的検査、給食室の防鼠防虫消毒、雑
排水槽の清掃など、給食場の良好な環境を維持する。
・行政経営計画に基づき調理業務の民間委託を行う。
・地産地消の推進に向け、小学校給食で使用する米飯は可能な限り浜松市産米を使用する。また、浜松市産の
茶葉を使用した紙パック茶を２回提供し、地場産物への関心を高める。

指標の達成度

達成
・給食満足度では、自校方式の小学校で実施。目標値93％に対し、実績値が93.2％で目標に達した。今後も安全安心でおい
しい給食を提供できるよう努めていく。
・西区の3小学校の給食調理業務委託において、1学期間、給食提供できない事態となったため、安全安心で安定供給を第一
とする給食を提供できるよう再発防止策を講じた。
・1小学校の調理業務の民間委託化を行った。これにより、自校方式小学校72校中40校で委託化された。
・浜松市産特別栽培米「やら米か」は5年目、浜松市産茶葉を使用した紙パック茶は4年目となった。子供たちに地場産物への
関心を高めるとともに、良さを感じさせるよい機会となった。

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

005117000 保健給食課 松尾　邦雄 平成 28 7 1



02 02 02 05 02 年 月 日

◇取組概要

◇行財政改革の視点

行政経営計画 取組番号

取組事項名

個別計画等 計画名等

政策・事業シート（以下の項目に記載）

◇行財政改革の指標・効果額

◇行財政改革の評価
≫

平成27年度から新たに1調理場（自公方式1校）での学校給食調理業務の民間委託を開始した。

12,261効果額（千円）

≪年度末の進捗状況 計画通り

72,08883,913-12,043 -12,043累積
実績値

実績値

3
計画値

2
計画値

2 5(累計)
実績値 1

0 2
Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

1
学校給食調理業務民間委託数
（調理場）

計画値 1

退職者や職種変更者の不補充、小中学校自校方式の統合など、学校給食調理業務民間委託による事業の効率
化に取り組み、市の財政負担を軽減する。

Ｈ30 最終値

　５　事務事業の見直し

◇行財政改革の進行管理 （行政経営計画、個別計画等、政策・事業シートのうち、該当する□にチェック）

5003

学校給食調理業務の民間委託の推進

指標（単位）

平成 28

行財政改革の取り組み （事業名）小学校給食事業

（作成日）
005117000 保健給食課 17

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者）

松尾　邦雄



02 02 02 07 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）

◇政策の指標

◇平成27年度の政策評価（政策の概要）

◇平成27年度の政策評価（政策の進捗・課題）
＜進捗＞ 達成
・法令に基づき、尿検査・心臓疾患検査を全中学校で実施した。
・西区の1中学校の給食調理業務委託において、1学期間、給食提供できない事態となったため、安全
安心で安定供給を第一とする給食を提供できるよう再発防止策を講じた。
・平成27年度は新規に中学校1校の給食調理の業務委託を行い、合計で自校方式の中学校48校中
16校を民間委託化した。

実績

浜松の将来を担う子供たちの健やかな成長を願い、健康で安心な学校生活を送ることができるよう、健康教育の
推進や、食に関する指導の充実を図り、安心して教育活動ができる学校づくりを行う。また、安全・安心でおいし
い給食を提供する。

給食満足度率（自校方式、中学校）
％ 88

目標

目標

85 85

実績 83.7

年度 H28

健康診断受診率
％ 100

目標 100 100

実績 100

報酬（B） 48,716

H27

49,224
年間経費(予算又は決算+A+B) 374,609 395,246

政策指標 単位
H36
目標値

決算 310,493
人件費（A） 15,400 15,400

◆基本政策 市民協働による未来創造へのひとづくり

浜松の将来を担う子供たちの健やかな成長を願い、健康で安心な学校生活を送ることができるよう、健康教育の
推進や、食に関する指導の充実を図り、安心して教育活動ができる学校づくりを行う。また、安全・安心でおいし
い給食を提供する。

H27 H28

予算 317,821 330,622

30年後の姿
地域の宝として愛情を注がれた子どもたちは、浜松に誇りを持ち、世界を舞台に活躍してい
る。

10年後の目標
子どもたちの成長を第一に考えた地域社会のサポートにより、仕事と子育てが両立できる
環境が整っている。
すべての子どもたちは、互いの個性を認め合い、夢と希望を持って学び、生きる力を身に
付けている。

平成28年度
（管理番号） （担当課）

「分野」 子育て・教育

政策シート （政策名） これからの社会を生き抜くための資質や能力の育成

（予算費目名） 中学校保健給食費

（責任者） （作成日）
005117000 保健給食課 松尾　邦雄 平成 28 7 1



02 02 02 07 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 非常勤2,800 

計 395,246 330,622 1.6

25  

1.5 49,224

24  

23  

21  

22

20  

19  

18  

17  

16  

15  

14  

13  

12  

11  

10  

9  

8  

7  

6  

5  

4  

312,395 1.2

3  

1.5

49,224

2 中学校給食事業   ○  324,995

0.41 生徒健康診断事業  70,251 18,227

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工
報酬
（千円）

正規
再任用
(31h)

再任用
(26h)

非常勤

005117000 保健給食課 松尾　邦雄 平成 28

事業名
総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

7 1
平成28年度

（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）



02 02 02 07 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

実績値

年度 H27 H28

目標値

H30 H31 H36

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

実績値

目標値

年度 H27 H28 H30 H31 H36

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

実績値

目標値

年度 H27 H28 H30 H31 H36

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

実績値 100

100

健康診断受診率（％） -

100目標値 100

年度 H27 H28 H30 H31 H36

非常勤

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

人工

正規 0.4 0.4
再任用(h31)
再任用(h26)

人件費(報酬等)　(千円) 48,716 49,224
人件費　(千円) 2,800 2,800

一般財源 17,735 18,227
一般会計繰入金

国・県支出
市債
その他

H27 H28

事業費(千円)
予算 18,424 18,227
決算 17,735

M44 － 一般会計 自治事務（法令義務） 学校保健安全法 －

学校保健安全法に基づき、中学生徒に対し健康診断を行い、生徒の健康の保持増進を図る。

法令に基づき、下記3項目を実施する。
　・尿検査（全学年）
　・運動器検診（全学年）
　・心臓疾患検査（1年生）
その他、法定外では貧血検査（1年生希望者）を実施する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業シート （事業名） 生徒健康診断事業

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

005117000 保健給食課 松尾　邦雄 平成 28 7 1



02 02 02 07 年 月 日

◇平成27年度の事業評価

・平成27年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の改善と見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

・事業の分類

大分類 細分類事業推進 医療・健診

現状 人工 現状

現状 人工 現状

大項目 現状 小項目 - 事業費

大項目 現状 小項目 - 事業費

平成28年度
（管理番号） （担当課）

法令に基づき、下記2項目を実施する。
　・尿検査（全学年）
　・心臓疾患検査（1年生）
その他、法定外では貧血検査（1年生希望者）を実施する。

松尾　邦雄 平成

指標の達成度

達成
法令に基づき尿検査（全学年）、心臓疾患検査（1学年）を実施し、疾病異常の早期発見と健康状態を正しく把握できた。

（作成日）
005117000 保健給食課 128 7

（責任者）



02 02 02 07 02 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

実績値

年度 H27 H28

目標値

H30 H31 H36

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

実績値

目標値

年度 H27 H28 H30 H31 H36

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

実績値

目標値

年度 H27 H28 H30 H31 H36

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

実績値 83.7

85

給食満足度率（自校方式、中学校）（％） -

88目標値 85

年度 H27 H28 H30 H31 H36

非常勤 1.5 1.5

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

人工

正規 1.2 1.2
再任用(h31)
再任用(h26)

人件費(報酬等)　(千円)
人件費　(千円) 12,600 12,600

一般財源 292,758 312,395
一般会計繰入金

国・県支出
市債
その他

○

H27 H28

事業費(千円)
予算 299,397 312,395
決算 292,758

S29 － 一般会計 自治事務（法令義務） 学校給食法 －

安全・安心でおいしい給食を提供し、生徒の健康の保持増進を図るとともに、給食を通して正しい食習慣を身に
付けるなど、食に関する指導の充実を図る。

・学校給食法の学校給食衛生管理基準に基づく備品（食器消毒保管庫・包丁まな板殺菌庫）の購入、耐用年数
経過に伴う備品購入など学校給食設備を整備する。また、給食を円滑に実施するための維持管理（給食用消耗
物品、備品修繕など）と、調理担当者の腸内保菌検査、保存食の細菌学的検査、給食室の防鼠防虫消毒、雑排
水槽の青銅など、給食場の良好な環境を維持する。
・行政経営計画に基づき調理業務の民間委託を行う。
・地産地消の推進に向け、中学校給食で使用する米飯は可能な限り浜松市産米を使用する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業シート （事業名） 中学校給食事業

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

005117000 保健給食課 松尾　邦雄 平成 28 7 1



02 02 02 07 年 月 日

◇平成27年度の事業評価

・平成27年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の改善と見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

・事業の分類

大分類 細分類維持管理運営 施設管理運営（建物）

縮小 人工 縮小
・今後も行政経営計画に基づいて民間委託を実施する。
・給食員減予定（＝不補充）人員は、正規3人。平成28年度末の中学校（自公方式）給食調理業務民間委託　37調理場（28年
度は、民間委託1校）

縮小 人工 縮小
平成27年度は、1中学校の調理業務の民間委託化を行った。

大項目 改善 小項目 一部委託 事業費

大項目 改善 小項目 一部委託 事業費

平成28年度
（管理番号） （担当課）

・学校給食法の学校給食衛生管理基準に基づく備品（食器消毒保管庫・包丁まな板殺菌庫）の購入、耐用年数
経過に伴う備品購入など学校給食設備を整備する。また、給食を円滑に実施するための維持管理（給食用消耗
物品、備品修繕など）と、調理担当者の腸内保菌検査、保存食の細菌学的検査、給食室の防鼠防虫消毒、雑排
水槽の青銅など、給食場の良好な環境を維持する。
・行政経営計画に基づき調理業務の民間委託を行う。
・地産地消の推進に向け、中学校給食で使用する米飯は可能な限り浜松市産米を使用する。

松尾　邦雄 平成

指標の達成度

進んでいる
・給食満足度では、自校方式の中学校で実施。目標値85％に対し、実績値が83.7.3％で目標には達しなかった。今後も安全
安心でおいしい給食を提供できるよう努めていく。
・西区の3小学校の給食調理業務委託において、1学期間、給食提供できない事態となったため、安全安心で安定供給を第一
とする給食を提供できるよう再発防止策を講じた。
・1中学校の調理業務の民間委託化を行った。これにより、自校方式中学校36校中16校で委託化された。
・浜松市産特別栽培米「やら米か」は5年目、浜松市産茶葉を使用した紙パック茶は4年目となった。子供たちに地場産物への
関心を高めるとともに、良さを感じさせるよい機会となった。

（作成日）
005117000 保健給食課 128 7

（責任者）



02 02 02 07 02 年 月 日

◇取組概要

◇行財政改革の視点

行政経営計画 取組番号

取組事項名

個別計画等 計画名等

政策・事業シート（以下の項目に記載）

◇行財政改革の指標・効果額

◇行財政改革の評価
≫

効果額（千円） 22,858

≪年度末の進捗状況 計画通り
平成27年度から新たに1調理場（自公方式1校）での学校給食調理業務の民間委託を開始した。

累積 -11,894 11,584 11,584 11,584
実績値

3
計画値

2
計画値
実績値

１ ０ ０ ２(累計)
1
学校給食調理業務民間委託数
（調理場）

計画値 １
実績値

指標（単位） Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 最終値

　５　事務事業の見直し

◇行財政改革の進行管理 （行政経営計画、個別計画等、政策・事業シートのうち、該当する□にチェック）

5003

学校給食調理業務の民間委託の推進

行財政改革の取り組み （事業名）中学校給食事業

退職者や職種変更者の不補充、小中学校自校方式の統合など、学校給食調理業務民間委託による事業の効率
化に取り組み、市の財政負担を軽減する。

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

005117000 保健給食課 松尾　邦雄 平成 28 7 1



02 02 02 08 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）

◇政策の指標

◇平成27年度の政策評価（政策の概要）

◇平成27年度の政策評価（政策の進捗・課題）

（責任者） （作成日）
005117000 保健給食課 松尾　邦雄 平成 28 7 1

平成28年度
（管理番号） （担当課）

「分野」 子育て・教育

政策シート （政策名） これからの社会を生き抜くための資質や能力の育成

（予算費目名） 保健給食費

30年後の姿
地域の宝として愛情を注がれた子どもたちは、浜松に誇りを持ち、世界を舞台に活躍してい
る。

10年後の目標
子どもたちの成長を第一に考えた地域社会のサポートにより、仕事と子育てが両立できる
環境が整っている。
すべての子どもたちは、互いの個性を認め合い、夢と希望を持って学び、生きる力を身に
付けている。

◆基本政策 市民協働による未来創造へのひとづくり

浜松の将来を担う子供たちの健やかな成長を願い、健康で安心な学校生活が送れるような給食を実施するとと
もに、効率的な給食センター運営を行う。

H27 H28

予算 1,222,307 1,274,385
決算 1,204,887
人件費（A） 54,600 54,600
報酬（B）

H27

年間経費(予算又は決算+A+B) 1,259,487 1,328,985

政策指標 単位
H36
目標値

年度 H28

給食満足度率（センター方式）
％ 88

目標 85 85

実績 84.3

実績
目標

目標
実績

浜松の将来を担う子供たちの健やかな成長を願い、健康で安心な学校生活が送れるような給食を実施するとと
もに、効率的な給食センター運営を行う。

＜進捗＞ 達成
・平成27年度は新規に1給食センターの給食調理業務委託を行い、5給食センターすべての民間委託
化した。



02 02 02 08 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 非常勤2,800 

7 1
平成28年度

（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）
005117000 保健給食課 松尾　邦雄 平成 28

事業名
総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

1,274,385

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工
報酬
（千円）

正規
再任用
(31h)

再任用
(26h)

非常勤

7.01 学校給食センター事業  1,328,985

2  

2.0

3  

4  

5  

6  

7  

8  

9  

10  

11  

12  

13  

14  

15  

16  

17  

18  

19  

20  

21  

22  

23  

24  

2.0計 1,328,985 1,274,385 7.0

25  



02 02 02 08 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

保健給食課 松尾　邦雄 平成 28 7 1

事業シート （事業名） 学校給食センター事業

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

005117000

共同調理場において安全・安心でおいしい給食を提供していくことで、児童・生徒の健康の保持増進を図るととも
に、給食を通して正しい食習慣を身に付けるなど、食に関する指導の充実を図る。

・学校給食食材購入事業
　安全・安心でおいしい学校給食を運営するために必要な食材を調達する。
・学校給食センター管理運営事業
　給食を円滑に実施するための維持管理と、調理担当者の腸内保菌検査、保存食の細菌学的検査、給食室の
防鼠防虫消毒、排水槽の清掃など、給食センターの良好な環境を維持する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

S42 － 一般会計 自治事務（法令義務） 学校給食法 －

H27 H28

事業費(千円)
予算 1,222,307 1,274,385
決算 1,204,887
国・県支出
市債
その他 728,779 759,234
一般財源 476,108 515,151

一般会計繰入金
人件費(報酬等)　(千円)
人件費　(千円) 54,600 54,600

重点戦略項目No

人工

正規 7.0 7.0
再任用(h31)
再任用(h26)

H27 H28 H30 H31 H36

非常勤 2.0 2.0

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

85

給食満足度率（センター方式）（％） -

88目標値 85

年度

実績値 84.3

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H28 H30 H31 H36

目標値

年度 H27

H36

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

実績値

年度 H27 H28 H30 H31

実績値

目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H30 H31 H36年度 H27 H28

目標値

実績値



02 02 02 08 年 月 日

◇平成27年度の事業評価

・平成27年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の改善と見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

・事業の分類

大分類 細分類

28 7
（責任者）

指標の達成度

進んでいる
・センター方式による学校給食を運営することで、学校給食を効率的に実施。給食満足度では、センター方式の小中学校で
実施。小中学校の平均で目標値85％に対し、実績値が84.3％で目標には達しなかったが、小学校では95.5％の児童が満足
している結果となった。今後も安全安心でおいしい給食を提供できるよう努めていく。
・平成27年度は、1給食センターの調理業務を民間委託化したことにより、5給食センターすべてを委託化した。

（作成日）
005117000 保健給食課 1

平成28年度
（管理番号） （担当課）

・学校給食食材購入事業
　安全・安心でおいしい学校給食を運営するために必要な食材を調達する。
・学校給食センター管理運営事業
　給食を円滑に実施するための維持管理と、調理担当者の腸内保菌検査、保存食の細菌学的検査、給食室の
防鼠防虫消毒、排水槽の清掃など、給食センターの良好な環境を維持する。

松尾　邦雄 平成

大項目 改善 小項目 一部委託 事業費 縮小 人工 縮小
平成27年度は、1給食センターの調理業務の民間委託化を行った。

大項目 現状 小項目 - 事業費 現状 人工 現状
給食を円滑に実施するための維持管理と給食センターの良好な環境を維持する。

維持管理運営 施設管理運営（建物）



02 02 02 08 01 年 月 日

◇取組概要

◇行財政改革の視点

行政経営計画 取組番号

取組事項名

個別計画等 計画名等

政策・事業シート（以下の項目に記載）

◇行財政改革の指標・効果額

◇行財政改革の評価
≫

（作成日）
005117000 保健給食課 松尾　邦雄 平成 28 7 1

行財政改革の取り組み （事業名）学校給食センター事業

退職者や職種変更者の不補充、小中学校自校方式の統合など、学校給食調理業務民間委託による事業の効率
化に取り組み、市の財政負担を軽減する。

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者）

　５　事務事業の見直し

◇行財政改革の進行管理 （行政経営計画、個別計画等、政策・事業シートのうち、該当する□にチェック）

5003

学校給食調理業務の民間委託の推進

指標（単位） Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 最終値

1
学校給食調理業務民間委託数
（調理場）

計画値 １
実績値 1

０ ０ ０ １(累計)

2
計画値
実績値

-39,286 -39,286

3
計画値
実績値

-157,144

≪年度末の進捗状況 達成
平成27年度から新たに1給食センターでの給食調理業務の民間委託を開始し、5学校給食センター全て
で民間委託化した。

累積 -39,286 -39,286効果額（千円）



02 02 02 09 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）

◇政策の指標

◇平成27年度の政策評価（政策の概要）

◇平成27年度の政策評価（政策の進捗・課題）

105117000 保健給食課 松尾　邦雄 平成 28 7

政策シート （政策名） これからの社会を生き抜くための資質や能力の育成

（予算費目名） 保健給食費

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

「分野」 子育て・教育

30年後の姿
地域の宝として愛情を注がれた子どもたちは、浜松に誇りを持ち、世界を舞台に活躍してい
る。

10年後の目標
子どもたちの成長を第一に考えた地域社会のサポートにより、仕事と子育てが両立できる
環境が整っている。
すべての子どもたちは、互いの個性を認め合い、夢と希望を持って学び、生きる力を身に
付けている。

◆基本政策 市民協働による未来創造へのひとづくり

浜松の将来を担う子供たちの健やかな成長を願い、健康で安心な学校生活を送ることができるよう、健康管理や
安全教育、学校給食に関する指導充実を推進し、安心して教育活動ができる学校づくりを行う。

H27 H28

予算 111,853 110,287
決算 105,656
人件費（A） 72,800 72,800
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B) 178,456 183,087

政策指標 単位
H36
目標値

年度 H27 H28

防災ノート活用率
％ 100

目標 作成（～Ｈ28） 作成（～Ｈ28）

実績 作成
教職員の普通救命講習修了証の取得率

％ 100
目標 65 73

実績 69
給食満足度率（総括）

％ 90
目標 88 88

実績 87.4

浜松の将来を担う子どもたちの健やかな成長を願い、健康で安心な学校生活を送ることができるよう、健康管理
や安全教育、学校給食に関する指導充実を推進し、安心して教育活動ができる学校づくりを行う。

＜進捗＞ 達成
・学校保健については、健康で安心な学校生活を送ることができるよう、就学時健康診断、学校環境
衛生検査、学校保健指導を行った。
・学校安全については、児童生徒の安全を確保するため、通学路整備事業の充実、学校防災プロジェ
クトを実施した。
・学校給食については、栄養教諭・学校栄養職員・調理主任等の衛生管理、安全管理、アレルギー対
応及び調理実技について研修会を実施した。



02 02 02 09 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 非常勤2,800 

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

05117000 保健給食課 松尾　邦雄 平成 28 7 1

事業名
総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工
報酬
（千円）

正規
再任用
(31h)

再任用
(26h)

非常勤

1 学校保健衛生事業  48,792 32,692 2.3

2 学校安全事業   ○  22,250 7,550 1.7 1.0

3
日本スポーツ振興センター災
害共済事業

65,199 62,399 1.0

4 保健給食運営経費  46,846 7,646 5.6

5  

6  

7  

8  

9  

10  

11  

12  

13  

14  

15  

16  

17  

18  

19  

20  

21  

22  

23  

24  

25  

2.0計 183,087 110,287 9.6



02 02 02 09 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

保健給食費 松尾　邦雄 平成 28

H27

国・県支出

7 1

事業シート （事業名） 学校保健衛生事業

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

05117000

小中学校の保健衛生環境を維持し、児童、生徒が学校生活を安全で快適なものとする。
学校保健会の活動を支援することで、学校における健康教育並びに健康管理の充実を図る。

・就学時健康診断⇒就学予定者に、就学時健康診断を行い、疾病の早期発見・早期治療や健康管理を行う。
・学校における結核対策⇒結核検診を実施し、結核の早期発見・早期対応を行う。
・学校環境衛生検査⇒健康的で快適な環境づくりを図るため、学校環境衛生基準に基づき検査を実施する。
・学校保健指導⇒感染症予防、保健教育など学校保健全般に関する指導を行う。
・学校保健活動推進事業⇒学校保健向上のため、学校保健に関する調査研究や研修を行う。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

S33 － 一般会計 自治事務（法令義務） 学校保健安全法 －

H28

事業費(千円)
予算 34,113 32,692
決算 31,042

市債
その他 70
一般財源 31,042 32,622

一般会計繰入金
人件費(報酬等)　(千円)
人件費　(千円) 16,100 16,100

再任用(h31)
再任用(h26)
非常勤

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

人工

正規 2.3 2.3

就学時健康診断受診率（％） -
年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値 100 100 100

実績値 100

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

教職員を対象としたアレルギー研修会の実施率（％）
年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値 100 100 100

実績値 100

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値

実績値



02 02 02 09 年 月 日

◇平成27年度の事業評価

・平成27年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の改善と見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

・事業の分類

大分類 細分類事業推進 医療・健診

保健給食費 松尾　邦雄 平成 28 7 1

・就学時健康診断⇒就学予定者に、就学時健康診断を行い、疾病の早期発見・早期治療や健康管理を行う。
・学校における結核対策⇒結核検診を実施し、結核の早期発見・早期対応を行う。
・学校環境衛生検査⇒健康的で快適な環境づくりを図るため、学校環境衛生基準に基づき検査を実施する。
・学校保健指導⇒感染症予防、保健教育など学校保健全般に関する指導を行う。
・学校保健活動推進事業⇒学校保健向上のため、学校保健に関する調査研究や研修を行う。

指標の達成度

達成
・学校環境衛生検査、保健指導、学校における結核対策、学校保健会事業、就学時健康診断を実施した。
・学校保健に関する指導をとおして、健康意識の啓発を図った。
・結核は、児童生徒や学校にとって、健康上及び教育上重要な課題であることから、対策・指導を行った。
・健康診断の的確な実施と事後措置の研究、学校保健委員会活動の推進等を行った。

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

05117000

大項目 改善 小項目 直接実施 事業費 現状 人工 現状
学校保健会事業については、平成28年度から直営事業とした。

大項目 現状 小項目 - 事業費 現状 人工 現状
就学時健康診断や結核検診、飲料水やプール水の検査を定期的に実施することにより、学校生活における児童生徒の安全
管理が維持されており、法的にも実施しなければならないものであるため、今後も専門機関に委託しながら実施していく。



02 02 02 09 02 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

保健給食課 松尾　邦雄 平成 28

H27

国・県支出 1,953

7 1

事業シート （事業名） 学校安全事業

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

05117000

学校安全（災害安全・生活安全・交通安全）について、学校と教育委員会との連携を更に進めるため、危機管理
を総括する機能の充実を図る。特に学校防災については、地域との連携を深め、子どもの命を守る安全対策の
確立を図る。

学校安全に関する施策の総合的かつ効果的な推進と学校危機管理が緊急時に有効に機能するよう適切な対応
を図る。学校安全では、計画、実行、評価、改善ｻｲｸﾙの確立を目指す。
（１）災害安全事業
　　・子供たちの自助力、共助力の育成を図るため、学校防災プロジェクト事業を推進する。
（２）生活安全事業
　　・地域との連携を図り、地域のボランティアを活用するなど地域社会全体で学校安全に取り組む体制を整備す
る。
（３）交通安全事業
　・通学路の安全対策の整備を進めるとともに、交通安全教育推進モデル小学校事業、交通安全リーダーと語る
会等の交通安全教育の充実を図る。
　・警察、交通安全協会との連携を深め、子どもの交通安全意識の高揚を図り、保護者への啓発も充実する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

H25 － 一般会計 自治事務（その他）
学校保健安全法、地域ぐるみの学校
安全体制整備推進事業実施要項 － ○

H28

事業費(千円)
予算 7,512 7,550
決算 6,294

2,292
市債
その他
一般財源 4,341 5,258

一般会計繰入金
人件費(報酬等)　(千円)
人件費　(千円) 14,700 14,700

再任用(h31)
再任用(h26)
非常勤 1.0 1.0

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

人工

正規 1.7 1.7

防災ノート活用率（％） -
年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値 作成(～H28) 作成(～H28) 100

実績値 作成

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

教職員の普通救命講習修了証の取得率（％）
年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値 65 73 100

実績値 69

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値

実績値



02 02 02 09 年 月 日

◇平成27年度の事業評価

・平成27年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の改善と見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

・事業の分類

大分類 細分類事業推進 安心・安全

保健給食課 松尾　邦雄 平成 28 7 1

学校安全に関する施策の総合的かつ効果的な推進と学校危機管理が緊急時に有効に機能するよう適切な対応を図る。学
校安全では、計画、実行、評価、改善ｻｲｸﾙの確立を目指す。
（１）災害安全事業
　　・教育委員会と学校が一体となった防災対応体制を見直し、実態に基づいた防災対策基準の見直しを図る。
　　・学校と区災害対策本部との連携体制を強化する。
（２）生活安全事業
　　・地域との連携を図り、地域のボランティアを活用するなど地域社会全体で学校安全に取り組む体制を整備する。
　　・各学校が作成している危機管理マニュアルについて、緊急時に有効に機能するよう適切な見直しを図る。
（３）交通安全事業
　・通学路の安全対策の整備を進めるとともに、交通安全教育推進モデル小学校事業、交通安全リーダーと語る会等の交通
安全教育の充実を図る。
　・警察、交通安全協会との連携を深め、子どもの交通安全意識の高揚を図り、保護者への啓発も充実する。

指標の達成度

達成
（１）災害安全事業
　・学校防災対策プロジェクト会議、学校防災リーダー育成研修等を開催した。また、学校防災対策基準に避難情報発令時の
対処基準について追加した。
（２）生活安全事業
　・スクールガード・リーダー20人を94小学校に配置し、校区内を定期的に巡回したことにより、子供の安全を図ることができ
た。
（３）交通安全事業
　・交通安全教育推進モデル小学校の活動及び交通安全リーダーと語る会を実施したことにより、交通事故防止と交通安全
活動の推進を図ることができた。

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

05117000

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状
各事業を計画どおり実施した。

大項目 現状 小項目 事業費 拡大 人工 現状
防災教育教材（防災ノート）の作成や防災教育・防災管理における課題をもつ学校に対し、防災有識者等を派遣することをと
おして、子供の命を守るための具体策を検討し、学校の防災教育の充実と防災管理の強化を図っていく。



02 02 02 09 03 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

保健給食課 松井　邦雄 平成 28

H27

国・県支出

7 1

事業シート （事業名） 日本スポーツ振興センター災害共済事業

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

05117000

独立行政法人日本スポーツ振興センターと災害共済給付契約を締結することにより、市立小・中学校、高等学校
の管理下における児童、生徒の災害（負傷、疾病、障害、又は死亡）について必要な給付を行い、学校教育の円
滑な実施を図る。

○児童・生徒が学校管理下において災害を受けた場合に医療費の一部の還付、後遺障害見舞金及び死亡見舞
金が給付される「日本スポーツ振興センター災害共済給付制度」へ加入し、被災児童等に係る給付金の請求・給
付に関する事務を行う。
 【共済掛金】
　・〈平成27年度現行〉義務教育諸学校＝945円、市立高校＝1,865円
　　※内、市負担分：義務教育諸学校＝485円、市立高校＝355円
　　　　　　　　　　　　　　（要保護・準要保護児童・生徒については市が全額負担）
 　【給付内容】
　・医療費、障害見舞金、死亡見舞金等

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

S35 － 一般会計 自治事務（その他）
独立行政法人日本スポーツ

振興センター法
－

H28

事業費(千円)
予算 62,839 62,399
決算 62,720

市債
その他 29,809 29,576
一般財源 32,911 32,823

一般会計繰入金
人件費(報酬等)　(千円)
人件費　(千円) 2,800 2,800

再任用(h31)
再任用(h26)
非常勤 1.0 1.0

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

人工

正規

加入率（％） -
年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値 100 100 100

実績値 100

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値

実績値



02 02 02 09 年 月 日

◇平成27年度の事業評価

・平成27年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の改善と見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

・事業の分類

大分類 細分類補助・助成 災害見舞

保健給食課 松井　邦雄 平成 28 7 1

○児童・生徒が学校管理下において災害を受けた場合に医療費の一部の還付、障害見舞金及び死亡見舞金が
給付される「日本スポーツ振興センター災害共済給付制度」へ加入し、被災児童等に係る給付金の請求・給付に
関する事務を行う。
 【共済掛金】
　・〈平成27年度現行〉義務教育諸学校＝945円、市立高校＝1,865円
　　※内、市負担分：義務教育諸学校＝485円、市立高校＝355円
　　　　　　　　　　　　　　（要保護・準要保護児童・生徒については市が全額負担）
 　【給付内容】
　・医療費、障害見舞金、死亡見舞金等

指標の達成度

達成
・加入率（100％）＝平成27年度年間加入者数（66,266人）
　【平成26年度医療費（負傷・疾病）給付状況】
　　小学校（4,847件　27,049,829円）
　　中学校（6,043件　38,661,200円）
　　高等学校（195件　4,922,157円）

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

05117000

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状
独立行政法人日本スポーツ振興センター法に基づき、加入・支給事務を行い、児童生徒や保護者、学校の救済に寄与した。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状
学校運営を円滑に進めるため、学校管理下における児童生徒の災害に際し、迅速かつ適切に対応行うことが必要であり、セ
ンターの共済制度は有効であることから、今後も継続していく。



02 02 02 09 04 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

保健給食課 松尾　邦雄 平成 28

H27

国・県支出

7 1

事業シート （事業名） 保健給食運営経費

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

05117000

　保健給食課業務の運営を円滑に進めるとともに、学校給食従事者に対し研修会等を行うことにより、充実した
学校給食の運営と学校給食従事者の資質向上（調理技術・衛生管理）を図る。

○ＡＥＤ維持管理事業（ＡＥＤの消耗品交換及び保守点検等の実施）
○学校給食指導事業（学校給食従事者研修会等の実施）
○保健給食課業務を円滑に実施するための諸経費

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

－ － 一般会計 自治事務（その他） －

H28

事業費(千円)
予算 7,389 7,646
決算 5,600

市債
その他
一般財源 5,600 7,646

一般会計繰入金
人件費(報酬等)　(千円)
人件費　(千円) 39,200 39,200

再任用(h31)
再任用(h26)
非常勤

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

人工

正規 5.6 5.6

給食満足度率（総括）（％）
年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値 88 88 90

実績値 87.4

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値

実績値



02 02 02 09 年 月 日

◇平成27年度の事業評価

・平成27年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の改善と見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

・事業の分類

大分類 細分類管理・監視 運営経費（諸経費のみ）

保健給食課 松尾　邦雄 平成 28 7 1

○ＡＥＤ維持管理事業（ＡＥＤの消耗品交換及び保守点検等の実施）
○学校給食指導事業（学校給食従事者研修会等の実施）
○保健給食課業務を円滑に実施するための諸経費

指標の達成度

達成
・小中学校に配備のＡＥＤについて、消耗品（パッド・バッテリ）の交換をを行うなど良好な管理を行うことができた。また、教職
員を対象に、救急蘇生講座を実施し、学校の安全性をより一層高めることができた。
・学校給食指導事業については、衛生管理の徹底、安全安心でおいしい給食を提供できるよう、学校給食従事者を対象に研
修会を開催した。

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

05117000

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状
保健給食課業務の運営を円滑に進めることができた。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状
安全安心な教育環境づくりの推進のために必要な事務事業を実施していく上で必要な諸経費であり、現状のまま継続してい
く。



02 02 02 11 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）

◇政策の指標

◇平成27年度の政策評価（政策の概要）

◇平成27年度の政策評価（政策の進捗・課題）

105117000 保健給食課 松尾　邦雄 平成 28 7

政策シート （政策名） これからの社会を生き抜くための資質や能力の育成

（予算費目名） 学童等災害共済事業特別会計

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

「分野」 子育て・教育

30年後の姿
地域の宝として愛情を注がれた子どもたちは、浜松に誇りを持ち、世界を舞台に活躍してい
る。

10年後の目標
子どもたちの成長を第一に考えた地域社会のサポートにより、仕事と子育てが両立できる
環境が整っている。
すべての子どもたちは、互いの個性を認め合い、夢と希望を持って学び、生きる力を身に
付けている。

◆基本政策 市民協働による未来創造へのひとづくり

浜松の将来を担う子供たちの健やかな成長を願い、学校管理下等において災害を受けた学童等を救済し、学校
教育の円滑な実施と福祉増進に寄与するために、学童等災害共済事業を実施する。

H27 H28

予算 6,200 6,100
決算 5,577
人件費（A） 4,200 4,200
報酬（B） 212 213
年間経費(予算又は決算+A+B) 9,989 10,513

政策指標 単位
H36
目標値

年度 H27 H28

加入率
％ 100

目標 100 100

実績 100

目標
実績
目標
実績

浜松の将来を担う子どもたちの健やかな成長を願い、学校管理下等において災害を受けた学童等を救済し、学
校教育の円滑な実施と福祉増進に寄与するために、学童等災害共済事業を実施する。

＜進捗＞ 達成
義務教育諸学校に在籍する児童生徒が、学校で編成した教育課程に基づく授業や課外指導中又は
委員会に申請があり承認された子供会・スポーツ少年団等の活動において災害を受けた時に、その
治療費や治療期間、傷害の程度に応じた見舞金を支給するため、災害の認定・見舞金の支給を行っ
た。



02 02 02 11 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 非常勤2,800 

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

05117000 保健給食課 松尾　邦雄 平成 28 7 1

事業名
総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工
報酬
（千円）

正規
再任用
(31h)

再任用
(26h)

非常勤

1 学童等災害共済事業  10,513 6,100 0.2 1.0 213

2  

3  

4  

5  

6  

7  

8  

9  

10  

11  

12  

13  

14  

15  

16  

17  

18  

19  

20  

21  

22  

23  

24  

25  

1.0 213計 10,513 6,100 0.2



02 02 02 11 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

保健給食課 松尾　邦雄 平成 28 7 1

事業シート （事業名） 学童等災害共済事業

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

05117000

　学校管理下等において災害を受けた学童等を救済し、学校教育の円滑な実施と福祉増進に寄与する。

義務教育諸学校に在籍する学童等が、学校で編成した教育課程に基づく授業や課外指導中、または、委員会に
申請があり承認された子供会・スポーツ少年団等の活動等において災害を受けた時に、その治療費や治療期
間、傷害の程度に応じた見舞金を支給する。
なお、共済会費として１人90円を徴収する。但し、その１/2を市が負担する。（要保護・準要保護の児童・生徒は
会費を免除し、全額を市が負担する。）

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

M44 － 特別会計 自治事務（その他） 浜松市学童等災害共済条例 －

H27 H28

事業費(千円)
予算 6,200 6,100
決算 5,577
国・県支出
市債
その他 40 37
一般財源 2,298 2,844

一般会計繰入金 3,239 3,219
人件費(報酬等)　(千円) 212 213
人件費　(千円) 4,200 4,200

再任用(h31)
再任用(h26)
非常勤 1.0 1.0

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

人工

正規 0.2 0.2

加入率（％） -
年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値 100 100 100

実績値 100

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値

実績値

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

年度 H27 H28 H30 H31 H36

目標値

実績値
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◇平成27年度の事業評価

・平成27年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の改善と見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

・事業の分類

大分類 細分類

保健給食課 松尾　邦雄 平成 28 7 1

義務教育諸学校に在籍する学童等が、学校で編成した教育課程に基づく授業や課外指導中、または、委員会に
申請があり承認された子供会・スポーツ少年団等の活動等において災害を受けた時に、その治療費や治療期
間、傷害の程度に応じた見舞金を支給する。
なお、共済会費として１人90円を徴収する。但し、その１/2を市が負担する。（要保護・準要保護の児童・生徒は
会費を免除し、全額を市が負担する。）

指標の達成度

達成
・加入率（100％）＝平成27年度年間加入者数（67,563人）
　【平成27年度傷害見舞金、障害見舞金支給状況】
　　小・中学校（690件　5,007,000円）
・治療の経過観察などにより、災害発生から給付金請求までに期間が開いてしまう場合がある。請求もれがないよう学校等と
の連携を密にしていく。

平成28年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

05117000

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状
義務教育諸学校に在籍する児童生徒が、学校で編成した教育課程に基づく授業や課外指導中又は委員会に申請があり承
認された子供会・スポーツ少年団等の活動において災害を受けた時に、その治療費や治療期間、傷害の程度に応じた見舞
金を支給するため、災害の認定・見舞金の支給を行った。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状
今後も学校や保護者のニーズにあった共済事業を実施していく。

補助・助成 災害見舞


